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建設産業情報（最近の動向） 
 
 
在外公館名 在ニューヨーク総領事館           
 
記入日   ２０１６年１月      
 
 
１．現地の建設・不動産市場に係る経済情報 
  資料名：新築住宅着工許可件数（連邦統計局）（ニューヨーク都市圏を選択可能。また、

金額ベースも選択可能。）（２０１５年１２月） 
URL：http://www.census.gov/construction/bps/msamonthly.html 
 

  資料名：ニューヨーク住宅価格指数（S&P Dow Jones Indices LLC）（２０１５年１

１月）（以下のリンクからニューヨーク都市圏を選択可能。） 
URL：http://us.spindices.com/index-family/real-estate/sp-case-shiller 

 
２．建設業制度、入札契約制度、不動産業制度の改正動向 
該当なし 
 
３．報道情報 
 タイトル、概要 日付/掲載紙 
１ 「大規模交通インフラプロジェクト公表も財源調達が課

題」： １月１３日，クオモＮＹ州知事は２０１６年の施政

方針演説の中で１０００億ドル（約１２兆円）に上る大規

模インフラプロジェクトの計画を発表した。州の老朽化し

た交通システムの改善を目的としているが，地方財政の専

門家等からは具体的なファイナンス手法はどうなるのか，

あまりに現実離れしていないか，との懸念も示されている。

例えば，１０００億ドルの中には，ニューヨーク都市圏交

通公社（Metropolitan Transportation Authority; MTA，

ＮＹ市内の地下鉄，バス，通勤鉄道，橋，トンネルの運営

主体)の投資計画である２６１億ドルも含まれており，当該

投資計画のうち，８３億４千万ドルはＮＹ州が負担するこ

とになっているが，具体的な財源調達方法は明らかでない。

主なプロジェクト概要と現時点で想定される財政負担の主
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体は以下のとおり。 
・ロングアイランド鉄道（ナッソー郡における路線増設）：

１５億ドル（ＭＴＡ１５億ドル） 
・ペンステーション刷新（マンハッタン内にあるアムトラ

ック等が乗り入れる交通ハブ駅であるペンステーションを

拡張し，大規模に造り替え）：３０億ドル（民間２６億８千

万ドル，連邦政府１億７５００万ドル，ニューヨーク・ニ

ュージャージー港湾公社１億５千万ドル） 
・ラガーディア空港刷新（老朽化著しいラガーディア空港

のターミナルの配置換えも含め抜本的に造り替え）：４０億

ドル（ニューヨーク・ニュージャージー港湾公社１８億ド

ル，民間２２億ドル） 
・ハドソン川横断トンネル（老朽化著しい現行のトンネル

に加え，新たにマンハッタンとニュージャージー州をつな

ぐ２本のトンネルを建設）：２００億ドル（連邦政府１００

億ドル，ニューヨーク・ニュージャージー港湾公社１００

億ドル） 
・ＮＹ州北部交通インフラ整備（州北部の道路及び橋の改

築，有料道路料金の値上げ見送りや一部引き下げ等）：２２

１億ドル（連邦政府８２億２千万ドル，ＮＹ州政府１３８

億９千万ドル） 
・ＭＴＡ投資計画（地下鉄車両及びバスの購入，ＮＹ市交

通システムの改善等）：２６１億ドル（連邦政府６３億８千

万ドル，ＮＹ州政府８３億４千万ドル，ＮＹ市政府；２４

億９千万ドル，ＭＴＡ８９億ドル） 
 
４．その他我が国の建設産業界にとって参考となりうる最近の動向（報道情報以外） 
該当なし 

 








